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ひとみ輝く第一っ子 よく学び ・ 心豊かに ・ 健やかに

２０２４年元日、能登半島を大きな地震が襲いました。甲賀市でも震度４を観測し、多くの方がその揺れを感じ
られたのではないでしょうか。今回の最大震度は７、津波や火災も発生しました。一夜明けた１月２日、テレビや
ネットから伝えられてくるその光景に言葉を失ってしまいました。今回の地震でお亡くなりになられた多くの方に
お悔やみを申しあげるとともに、被災された方々が１日でも早く元気になられ復興が叶いますことをご祈念するば
かりです。
今回の地震は決して他人ごとではありません。これまでも心配されてきた南海ト

ラフ地震は、この４０年の間に９０％の確率で発生するとされ、いつ起きてもおか
しくない状況です。甲賀市での予想震度は６弱と推定され、その被害も甚大なもの
になるとされています。本校でも新年早々に、休み時間の地震発生を想定した「ブ
ラインド訓練」を実施しました。子どもたちは、突然の訓練に驚きながらもしっか
りと避難をすることができました。どうぞご家庭や地域におかれましても、様々な
場面を想定した避難の仕方についてお話いただき、いざという時の備えをよろしく
お願いします。
そんな心痛む令和６年の幕開けとなりましたが、明るいニュースもありました。皆さんもいつかと待たれていた

大谷翔平選手からの贈り物（グローブ３つ）が甲南第一小学校にも届きました。添えられていたメッセージには、
「夢」と「希望」のシンボルにしてほしいと記されていました。大谷選手といえばアメリカメジャーリーグを代表
するプロ野球選手であることは日本の人のみならず世界の多くの人が知るところであり、無理だと言われていた打
者と投手の二刀流で活躍を続け、リーグＭＶＰ（最優秀選手賞）を２回も受賞するなど多くの快挙を成し遂げてき
た野球選手です。今も大谷選手は投手は投手、打者は打者というこれまでのメジャーリーグ界の「常識」に投打の
両方で「挑戦」し、一野球選手として「楽しく」「ひたむき」にプレーする姿で多くの人を魅了しています。そし
て、「メジャーでの二刀流は不可能だ」という「常識」が、メジャーリーグの「思いこみ」であったことを自らの

プレーで見事に証明しました。大谷選手は小さい頃から世界一の野球選手にな
るという「夢」を追い続け、これまでの「常識」や「思いこみ」にとらわれず
「楽しく」そして「ひたむき」に自らの可能性に「挑戦」し続けてきた結果、
誰もが不可能だと思っていたことを可能にしたのです。
私たちはこれまでの「常識」や「思いこみ」にとらわれすぎて、「自分」の

力や可能性を存分に活かしきれずにいるのかもしれません。大谷選手の活躍は、
今回のメッセージとともに、どんな時も、「夢」や「希望」を持ち、あきらめ
ず「楽しく」そして「ひたむき」に自分に「挑戦」し続けることの素晴らしさ
を私たちに伝えてくれているのではないでしょうか。

甲南第一小学校 校長 松山 辰也

【休み時間の訓練の様子】

【大谷選手からの贈り物】

甲南第一小学校だより

第一っ子

２月27日の２時間目から３時間目にかけて「はばた
きの集い」を開催します。この集いは、在校生が６年
生の子どもたちに、これまでの感謝の気持ちや卒業を
お祝いする気持ちを伝えるものです。今年度はコロナ
が５類に移行したこともあり、全校一堂に会して実施
します。全校を挙げて６年生の門出を祝福することが
でき大変うれしく思います。どうぞお忙しい中とは思
いますが、保護者の方も振るってご参観いただき在校
生の子どもたちと共にお祝いしていただければ幸いで
す。
加えて、６年生の思い出に残る楽しいひと時を過ご

してもらうために、「はばたき感
謝週間」も実施します。寄せ書
きを掲示したり、たてわりメダ
ルをわたしたり、たてわりで遊
んだりと集いに向けて感謝やお
祝いの気持ちを高めていきたい
と思います。今年もすてきな集
いになりそうです。

甲賀市では、コミュニティ・スクール（Ｃ・Ｓ）の
導入に向けて取組を進めているところです。本校は、
令和７年度にスタートします。
Ｃ・Ｓとは、学校と地域の方々が、「どんな子ども

に育ってほしいか」、「子どもたちにどんな力をつけて
ほしいか」という目標やビジョンを共有し、「地域に
開かれた学校」の実現を目指していくものです。
具体的には、学校運営に地域の代表の方々も参画し、

学校運営の方針や活動等について協議、承認を行いま
す。それに基づき学校は様々な教育活動に取り組んで
いきます。
また、地域コーディネーターの方が中心となりＣ・

Ｓと地域学校共同活動のつなぎ役となって両取組を相
乗的に進めていきます。
学校と地域が一体となって子どもたちの健全な育成

に取り組むための大切な仕組み
です。令和６年度はその準備を
進めていきたいと思います。ど
うぞお知りおきください。


